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研究成果の概要（和文）：本研究は、骨角製品と伴出する動物遺存体を同時に分析することで、古代から近世の骨角製
品の生産体制や生産者（職人）の社会的立場の変遷の解明を目的としている。本研究では、骨角製品の製作に関連する
資料を集成したことにより、用途別に器種を分類することが可能となり、さらに骨角製品の素材と器種に時代的な変化
が生じることが明らかとなった。また、実際に中世遺跡で出土する笄をモデルとして製作実験を行い、遺跡出土資料の
加工痕と対照することで、製作工程や技術について明らかにできた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to solve changes of the production system ancient bon
e tools and a craftsman's social position solve from analyzing bone tools and animal remains. In this rese
arch, it became possible to classify the type of tools according to collecting the data about bone tools a
nd animal remains from site of Kinai area. And it became clear to changing the material and the type of bo
ne tools from medieval to pre-modern period. Moreover, the manufacture experiment was conducted by having 
made into the model 'Kogai' actually excavated at the medieval site, and it was able to do clearly about a
 manufacture process and technology by contrasting with the processing marks of excavation materials. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年、歴史時代の遺跡の発掘調査が増加し、

数多くの骨角製品が出土するようになり、西

日本の遺跡を中心に古代から近世の骨角製品

の製作に関連する動物遺存体の報告も増加し

ている。そのようななか、骨角製品を動物遺

存体として分析する動物考古学的手法を採用

することで、考古資料には製品だけでなく、

未成品や製作途上で生じた廃材が含まれてい

ること、製作工程、技術、職人の専門性や分

業化について、骨角製品の素材や製作器種の

変化について明らかにされつつある。 

 また、古代から見られる動物の死に対する

「穢れ」の意識や、動物解体を担う人々への

「賤視」は、中世から近世にかけて強化され

るにもかかわらず、近世には動物を素材とす

る日用品が主要な製品となる。そこから骨角

製品の生産に携わる職人がどのような社会的

立場に位置づけられるのかという課題が浮上

している。 

 なお、中・近世の手工業生産にかかわる職

能民は、文献史学と考古学の両分野から脚光

をあびる存在となっているが、骨角製品の生

産に携わる職人に関する文字・絵画史料は非

常に少なく、従来は研究の対象として注目さ

れることも稀である。 

 
 
２．研究の目的 
 本研究は、骨角製品の素材となる動物が古

代からその死に対する穢れの意識が生じ、動

物解体を担う人々への賤視は中世から近世に

かけて強化されるという時代背景に注目し、

骨角製品と伴出する動物遺存体を同時に分析

することで、古代から近世の骨角製品の生産

体制や生産者（職人）の社会的立場の変遷の

解明を目的とする。 

 
３．研究の方法 

（１）骨角製品に関連する資料の集成 

 本研究の基盤となる畿内（周辺地域含む）

で出土した骨角製品および未成品、廃材、そ

れと同時に出土遺構、共伴遺物を集成する。 

（２）製作技術の特徴の解明 

製作に使用されたと想定される工具によって、

製作実験を行う。製作実験には、短期間で準

備できる現代の工具を使用して、生じた傷の

形態的特徴の画像データを作成し、想定され

る製作工程を追跡しながら、製作技術に関す

る特徴を記録する。 

 
４．研究成果 

（１）器種の分類と素材の時代的変遷 

 骨角製品の製作に関連する資料を集成し

たことで、用途別に器種を分類し、骨角製品

の素材と器種に時代的な変化が生じること

が明らかとなった。古代、中世には畿内にお

ける骨角製品の出土量は乏しく、近世になっ

て急増する。これは神戸市、大阪市、京都市

内に位置する近世の都市遺跡で骨角製品の

製作工房跡が調査されていることに関連す

る。以下にまとめた素材と器種の時代的変化

は、古代、中世は畿内以外の地域における代

表的な遺跡から出土した骨角製品および関

連資料を含めて検討した結果である。 

 古代から近世にいたる骨角製品を用途で

分類すると、狩猟具・漁撈具、武具・馬具、

工具、遊戯具、計量具、服飾具、装飾具、

衛生具などがあげられる。古代の骨角製品

は、刀子などの工具の柄が多く出土し、東

北地方では骨鏃やヤスなどの生産用具も出

土している。中世は武具、馬具の部品が主

体となり、サイコロなどの遊戯具、定規な

どの計量具も出現する。さらに、近世初頭

の江戸や大坂をはじめとする都市からは、

双六の駒などの遊戯具、櫛、簪、ボタンな

どの服飾具、耳掻き、櫛払いなどの衛生具

が急増する。これらの素材は、古代から近

世を通じて、鹿角、牛角、シカの中手骨、

中足骨がよく利用され、稀に鼈甲製品もあ

る。中世からは、幅が広く、厚みのある素



材が得られる牛馬の長管骨が加わり、近世

になると牛馬骨が主体となることが指摘で

きる。なお、金属器が本格的に普及する古

墳時代以前では、動物の骨角は石や木と並

ぶ重要な道具作りの素材であったのに対し

て、金属器が普及してもなお、骨角製品の

製作が続けられることは、金属や木質とは

異なる質感などが重視されたことや、別途

の目的があったためであろう。 

 また、畿内を代表する近世都市である神

戸市兵庫津遺跡、大阪市大坂城下町跡、京

都市平安京跡では、複数の地点が調査され

ているにもかかわらず、加工されたウシと

ニホンジカの骨と角が同時に出土すること

は稀である。特に加工された角が一定量出

土する地点は少なく、骨と角は区別された

素材として扱われていたと考えられる。一

方、中世の兵庫県大物遺跡、福岡県博多遺

跡では、加工されたニホンジカの角と骨が

区別なく出土している。これらのことから、

中世から近世にかけて、素材の供給方法や

工房の操業形態に変化が生じたことが推察

され、今後その背景を探ることも必要であ

る。 

 

（２）製作実験から考える技術 

 製作実験では、兵庫県大物遺跡から出土し

た笄およびその製作廃材を参考資料として、

ニホンジカの中手骨・中足骨を素材とする中

世遺跡から多数出土する笄の製作を行った。 

 ニホンジカの中手骨・中足骨は縄文時代か

ら一般的に骨角製品の素材として使用され

る部位である。長軸方向に割ることで、細長

い棒状あるいは板状の粗材が得られること

が特徴であり、近世に牛馬骨に取って代わる

までは、鹿角とならぶ主要な素材である。 

 中手骨・中足骨に付着する筋肉を取り外し、

それらと指骨を連結する状態靱帯を切断、分

離した（図１）。遺跡では中手骨・中足骨と

同一個体の指骨が出土することは稀で、この

作業は製作工房ではなく、獣類の解体時に行

われているものと考えられる。 

 次に、中手骨・中足骨の骨端部を除去し、

縦割を行った。骨端部の除去には鋸を使用し、

縦割には鋸と鉈を使用した（図２）。縦割に

ついて鋸では長時間かかるのに対して、鉈で

は短時間で縦割することが可能である。鉈を

使用する場合、竹を割るのと同様の所作を取

ったが、繊維方向が複雑であるため、直線的

に割れない場合が多く、鋸と比較して失敗が

多いことが判明した。遺跡から出土する廃材

には、骨端部の除去には鋸を使用しているも

のばかりであるが（鋸を使用した場合、無数

の平行条線が骨に残るため、遺跡資料でも明

確に鋸使用痕として特定は容易である）、鋸

図１ 素材となるニホンジカの中手骨・中足骨 

図２ 鉈による中足骨の縦割 

図３ 成形途中の中足骨 



による縦割の痕跡は少なく、骨の前後面に細

い溝を施しているものがよく出土する。この

前後面に溝が施されているものは、この溝を

目安として鉈による縦割の失敗率を低くす

るための技術と考えられる。実際に、大物遺

跡から出土した笄製作の廃材には、不整形な

割れ方をしたものが含まれており、中世の職

人も分割を失敗していたことを明らかにす

る資料と位置づけられる。骨端を先に除去し

ておけば、分割が容易である可能性が考えら

れるが、大物遺跡では骨端を除去していない

廃材が出土しており、必ず先に骨端を除去す

る必要はないことを示している。 

 次に分割した中足骨の前位面を素材とし

て、薄く扁平に成形するため、不要な割れ口

部分を鑿で削り、可能な場合は糸鋸で除去し

た。ある程度薄くなった時点で、金属製の粗

い目のヤスリで削り、最後の仕上げは細かい

目のヤスリで仕上げた（図３）。中・近世は、

金属製のヤスリは存在しないため、砥石や動

物皮などで研磨したと考えられる。 

 大物遺跡では、表面が丁寧に研磨された笄

が一般的であり、実際に砥石が使用されたと

考えられる。製作実験時、鑿は目立った凹凸

を除去するためだけに使用したが、その後、

鑿の使用痕跡を観察するため骨を数回削っ

たところ、骨が光沢を帯びるほど滑らかに加

工できた。作業効率を重視すれば、砥石を使

用した最終仕上げ前には、ほぼ鑿だけで加工

していたことも推定される。 

 製作実験を通じて笄の製作工程を考えれ

ば、鉈による分割、鑿による削り、砥石によ

る研磨という大きく３つの工程に分けるこ

とができる。大物遺跡の笄と製作廃材から復

元した工程と合致する。また、成形時の鑿の

使用が作業効率を上げると推定したが、小型

の鑓も平滑に整形するには有効と考えられ、

複数の工具を想定することも可能であろう。 
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